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度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
と
胞
衣
の
祀
り
ー

小

林

幸

夫

(
一
)
常
明
寺

の
妙
見
堂

か

つ
て
度
会
氏

の
祖
先
祭
祀
に

つ
い
て
論
じ
た
と
き
、
尾
上
山
の
妙
見
堂
に
度

　
ユ
　

会
氏
の
胞
衣
を
埋
め
る
習
俗
に

つ
い
て
ふ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
先
祖
を
ま

つ
る
山

宮
祭
と
関
係
は
あ
る
と
は
思

っ
た
も
の
の
、
納
得
の
い
く
説
明
が
で
き
ず
、
棚
上

げ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
。
あ
れ
こ
れ
と
資
料
を
あ

つ
め
、
調
べ
て
は
み
た
も
の
の
、

な
か
な
か
は
か
が
い
か
な
い
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
胞
衣

の
ま

つ
り
の
意
味
を
考

え
て
み
た
い
。
そ
の
さ
さ
や
か
な
試
み
が
、
妙
見
童
女
像
を
ま

つ
る
度
会
氏
の
祖

先
祭
祀
を
論
じ
る
こ
と
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

山
田
の
小
田
橋
を
わ
た
り
、
妙
見
坂
を
の
ぼ
る
と
妙
見
堂
が
あ
る

(図
1
)
。

こ
こ
は
か

つ
て
岡
崎
宮
と
い

っ
て
、
貞
観
年
中
の
昔
か
ら
、
妙
見
像
を
祀

っ
て
き

た
。

そ
の
縁
起

に
つ
い
て

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
(天
保
四
年

・
一
八
三
三
)
は
、

『
岩
屋
本
縁
記
』
を
ひ
い
て
語

っ
て
い
る
。

岩
屋
本
縁
ノ

一
書
甚
信

シ
難

シ
書

ナ
レ
ト
モ
其
書
云
貞
観
年
中
高
主
ノ
童
女

小
田
河

二
溺
死

ス
其
屍

ヲ
不
獲

シ
テ
妙
見
星
ノ
像

ヲ
獲

テ
此
山
上
小
祠

二
祭

ト
云
今

二
彼
後
商

ノ
人

(※
度
会
氏
)
此
堂

ノ
後

二
胞
衣

ヲ
痙
ノ
故
実

ハ
遺

リ
タ
リ
云
云

毎
事
問

ノ
説
大
略
同

シ

岩
屋
本
縁
起
云

『
度
会
氏
遠
祖
大

神
主
飛
鳥
末
孫
大
内
人
高
主
貞
観

元
年
己
卯
十

一
月
十
五
日

一
子
前
大
物
忌

子
入
御
賛
川
卒
去
十
五
才
即
時
従
御
賛
川
淵
底
而
得
妙
見
星
童
形
像
奉
居
尾

部
御
陵
以
西
小
田
岡
崎
宮
霊
地
利
祈
氏
人
之
繁
昌
鯉
貞
観
二
年
十

一
月
十
五

日
一
胞
二
人
生
男
子
宗
雄
冬
雄
也
同
三
年
十

一
月
十
八
日
同
胞
二
人
生
男
子

春
海
秋
並
是
也
同
四
年
十

一
月
十
五
日
亦
同
胞
二
人
生
男
子
冬
綿
春
彦
是
也
』

(中
略
)

又
度
会
氏

ノ
胞
衣

ヲ
此
地

二
蔵
ム
ル
ハ
岩
窟
本
縁

ノ
遺
例

二
拠

ル
ナ
ル
へ

図

(「
岡
崎
宮
」)

『岩
屋
本
縁
記
』
は
、
大
須
真
福
寺
所
蔵

『高
庫
蔵
等
秘
抄
』
(永
保
二
年

・

一
〇
八
二
書
写
)
の
寛
文
二
年

の
転
写
本

で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
る

「岡
崎

宮
妙
見
本
縁
」
は
、
妙
見
堂

の
縁
起

で
あ
る
。
前
稿
に
述

べ
た
よ
う
に
妙
見
堂

(旧
岡
崎
宮
)
は
、
貞
観
二
年
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
る

(『
勢
州
雑
記
』)
。
度
会
高
●

主
の
娘
が
、
小
田
河

(勢
多
川
の

一
名
)

に
沈
ん
だ
が
、
そ
の
溺
死
体
は
つ
い
に

見

つ
か
ら
ず
、
妙
見
像
を
川
底
よ
り
得
た
。
そ
れ
を
尾
上
陵

(尾
部
陵
)
の
西
、

岡
崎
宮
に
ま
つ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
来
、
度
会
氏
は
こ
の
宮
に
子
孫
の
繁
昌
を
祈

っ

て
き
た
。
『
岩
屋
本
縁
記
』
(「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」)

に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る

、

と
し
て
、
注
目
し
た
い
の
は
、
妙
見
堂

の
後
ろ
に
度
会
氏
の
胞
衣
を
埋
め
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「度
会
氏

ノ
胞
衣
ヲ
此
地

二
蔵

ム
ル
ハ
岩
窟
本
縁

ノ
遺
例

二
拠

ル
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
習
俗
か
、
い

つ
ご
ろ
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
か
、
不
明
と
い
う
し
か
な
い
。
「
岡
崎
宮
妙

見
本
縁
」
に
よ
れ
ば
、
勢
田
川
に
沈
ん
だ
娘
は
、
「大
物
忌
の
子
」
、
す
な
わ
ち
外
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宮

に
御
饅
の
奉
献
を
お
こ
な
う
お
子
良

で
あ

っ
た
。
神
に
仕
え
る
巫
女
の
役
は
、

外
宮
の
場
合
、
度
会
氏

の
童
女
が
務
め

る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。

妙
見
堂

(岡
崎
宮
)
に
妙
見
童
女
像
が
ま

つ
ら
れ
て
以
来
、
双
生
児
の
誕
生
が

三
年
の
あ
い
だ

つ
づ
き
、
六
子
を
え
た
。
以
来
、
度
会
氏
の
胞
衣
を
妙
見
堂
の
後

ろ
に
埋
め
て
き
た
と
い
う
。
こ
の
地
に
妙
見
像
を
ま

つ
り
、
管
理
し
て
き
た
の
は
、

度
会
氏
の
氏
寺
、
薬
師
如
来
を
本
尊
と
す
る
常
明
寺
で
あ
る
。
か

つ
て
間
の
山

の

古
市
に
あ

っ
て
、
広
大
な
伽
藍
を
誇

っ
て
い
た
こ
の
寺
は
、
も
と
は
真
言
宗
で
あ

っ

た
が
、
寛
永
年
中
に
天
台
宗
に
改
宗
し

た
。
妙
見
堂
に
度
会
氏
の
胞
衣
を
埋
め
る

こ
と
と
、
常
明
寺
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ

っ
て
い
る
も
の
か
、
そ
の
消
息
を
ま
ず

は
た
ず
ね
て
み
た
い
。

(
二
)
神
萱
落
社
の
茅
萱
祭

い
ま
は
退
転
し
て
す
で
に
な
い
が
、
か

つ
て
神
萱
落
社
は
常
明
寺
の
境
内
に
あ

っ

た
。
十
二
月
十
日
、
こ
の
社
で
と
り
お

こ
な
わ
れ
た
茅
萱
祭
に
つ
い
て
述
べ
て
、

常
明
寺
と

こ
の
神
事
の
性
格
を
理
解
し

て
お
こ
う
。
こ
の
神
事
を
と
り
し
き
る
の

は
、
常
明
寺
の
別
当
職

・
常
楽
坊
の
社
僧

で
あ
る
。
『
常
明
寺
別
当
職
年
中
行
事

式
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
は
、
茅
萱
祭
に

つ
い
て
、

一
、
先
内
陣

ニ
テ
般
若
之
法
則
有
之
、
大
般
若
経
ヲ
番
之
御
禰
宜
衆
御
参
勤

被
候
間

-
-
苫旦
落
社
ノ
前

ニ
テ
八
王
子
ノ
祭
文
有
。
別
当
常
楽
坊
之
彼
役
也
。

一
、
祭
文
終
リ
テ
後
、
案
主
社

二
飾
リ
有
ル
茅
萱

ヲ
取

ツ
テ
常
明
寺
住
持

二

渡

シ
、
御
か
じ
有
リ
。

と
記
録
し
て
い
る
。
常
明
寺
の
寺
僧
が
内
陣
に
て
大
般
若
経
を
転
読
し
た
あ
と
、

神
萱
落
社

の
前
で
、
別
当
職
の
常
楽
坊
が
八
王
子
祭
文
を
唱
え
る
。
そ
し
て
社
頭

に
飾

っ
た
茅
萱
を
、
常
明
寺

の
住
持
が
加
持
を
し
て
、
度
会
氏
の
門
人
に
配

っ
た
。

茅
萱
を
厄
払

い
の
護
符
と
し
た
の
で
あ

る
。
な
お
こ
こ
に
い
う

「八
王
子
祭
文
」

と
は
、
『
牛
頭
天
王
縁
起
』
で
あ
り
、

宇
治

・
中
村

の
八
王
子
社
、
あ
る
い
は
常

明
寺
や
神
萱
落
社
な
ど
の
寺
社
を
拠
点
と
し
た
寺
僧
や
陰
陽
師
に
よ
っ
て
制
作
さ

ハ
　
　

れ
た
。
神
宮
文
庫
蔵
本

「八
王
子
祭
文
」
を
も

っ
て
そ
の

一
部
を
示
し
て
お
こ
う
。

八
人
の
王
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
、
「相
光
天
王
」
、
「魔
王
天
王
」、
「
倶
魔
羅
天
王
」、

「徳
達
神
天
王
」、
「羅
侍
天
王
」
、
「達
尼
満
天
王
」、
「侍
神
天
王
」
、
「宅
神
相
天

王
」

の
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
名
前

の
あ
が
る
八
王
子
は
、
牛
頭
天
王

の
疫
神
と
し
て
の
機
能
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
か
ち
与
え
ら
れ
た
行
疫
神
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
第

一
、
第
二
の
皇
子
を
示
せ
ば
、

第

一
ノ
王
子
ノ
御
名
ヲ
ハ
相
光
天
王

誓
願

二
云

若
人
千
万
人
超
過
思

ワ

ン
我
名
ヲ
百
返
称
セ
ハ
必
勝
シ
メ
ン

第
二
王
子
ノ
御
名

ハ
魔
王
天

誓
願

二
云
ク

若
田
畠
作
ス
ル
ニ
諸
ノ
悪
虫

ノ
食
損

二
我
名
ヲ
九
返
称
セ
ハ
必
五
穀
成
就
セ
ン

と
い
う
ぐ
あ
い
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
が
八
人
の
王
子
を
引
き
連
れ
て
竜
宮
を
去
る

と
き
、
そ
の
春
属
八
万
四
千
六
百
五
十
四
の
神
々
の
な
か
の

「
大
悪
神
」
と
し
て

「蛇
毒
気
神
」
が
い
た
。

其
時

二
神
王

ハ
龍
宮

二
着
キ
給
フ
ニ
龍
宮
照
耀

ヤ
ク
。
龍
宮
驚
テ
出
向
テ
事

由

ヲ
承
テ
女
子
計
ヲ
奉
事
既
給
シ
。
八
箇
年
住
給
間
八
柱
ノ
王
子
タ
チ
ヲ
生

給

フ
。
其
御
春
属
八
万
四
千
六
百
五
十
四
神
也
。
其
中

二
大
悪
神
御
坐
。
蛇

毒
気
神
王
ト
申
。

『
箆
筥
抄
』
は
、
「
蛇
毒
気
神
」
を
八
王
子
の

一
人
に
か
ぞ
え
て
、
そ
の
神
格

を

「
蛇
毒
神
ト
ハ
、
龍
宮

ニ
テ
七
人
ノ
王
子
ヲ
生
シ
給
フ
時
、
衣
那
ト
月
水
ヲ
血

逆
ノ
池

へ
捨
給

フ
、
彼
レ
ガ
集
テ
蛇
毒
気
神
ト
成
給
フ
」
と
説
明
す
る
。
七
人
の

王
子
の
胞
衣
と
月
水
が
、
凝
り
固
ま

っ
て

「蛇
毒
気
神
」
は
う
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

茅
萱
祭
で
諦
み
あ
げ
ら
れ
る

「
八
王
子
祭
文
」
が
、
「蛇
毒
気
神
」
を

「
大
悪
神
」

と
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
神
が
と
り
わ
け
恐
ろ
し
い
疫
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

神
萱
落
社
の
茅
萱
祭
は
、
度
会
氏
の
氏
寺
で
い
と
な
ま
れ
た
疫
神
祭
祀
の
祭
で

あ

っ
た
。
胞
衣
の
祀
り
と
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
を
考
え
る
場
合
、
常
明
寺
と
神
萱

落
社
を
、
「
(外
宮
の
)
八
王
子
信
仰
の
根
拠
地
」
と
す
る
山
本
ひ
ろ
子
氏
の
指
摘

　ヨ
　

は
、
と
て
も
重
要
な
視
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

一2一



(三
)
胞
衣

の
祀
り

山
田

(外
宮
)
と
宇
治

(内
宮
)
の
境
に
間
の
山
は
あ
る
。
か

つ
て
こ
こ
尾
上

山
は

「
墳
墓
の
地
」
で
あ

っ
た
の
を
、
参
詣
道
が
ひ
ら
か
れ
て
墓
地
は
ほ
か
に
う

　さ

つ
さ
れ
た
。
旧
参
宮
街
道

(尾
上
町
、
倭
町
、
古
市
街
道
)
が
に
ぎ
わ

っ
た
時
代

　
う
　

に
は
、
尾
上
町
か
ら
妙
見
堂
に
通
ず
る
坂
道
が
、
参
詣
道
で
あ

っ
た
。
妙
見
堂
は
、

こ
の
葬
地

の
入
口
に
あ

っ
て
、
そ
の
う
し
ろ
に
度
会
氏
の
胞
衣
が
埋
め
ら
れ
た
。

『
神
境
紀
談
』
(巻
三

「岡
崎
宮
」
)
に
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
る
。

岡
崎

ノ
宮

ハ
小
田
ノ
橋
ト
尾
部
坂

ト
ノ
中
間
ノ
北
ノ
山

ニ
ア
リ
。
今

二
妙
見

堂
ト
称
ス
ル
是
ナ
リ
。
貞
観
元
年

二
度
会
氏
ノ
遠
祖
大
内
人
高
主
ノ
女
メ
大

物
忌

ノ
子
御
蟄
川

二
没
テ
溺
死

ス
。
即
時

二
妙
見
星
ノ
童
形
ノ
像
ヲ
淵
底

ヨ

リ
探
得
タ
リ
。
其

ノ
像

ヲ
岡
崎

ノ
宮

二
居

へ
奉
リ
テ
氏
人
ノ
繁
昌
ヲ
祈
リ
給

ヒ
シ
カ

バ
、
翌
年

ヨ
リ
毎
年

二
双
子
ヲ
産

テ
一二
年

二
六
子
ヲ
得
タ
リ
ト
岩
屋

本
縁

二
載
セ
タ
リ
。
又
妙
見
堂

ノ
後

ロ
ニ
度
会
氏
ノ
氏
人
ノ
胞
衣
ヲ
埋
蔵
ノ

所

ア
リ
。
古
記

ニ
ハ
見

エ
サ
レ
ト

モ
古

ヘ
ヨ
リ
斯

ル
例
ト
テ
今
尚
此

レ
ヲ
遣

テ
蔵

ス

コ
ト

ナ

リ
。

按

ス

ル

ニ
彼

ノ
六

子

ノ
胞
衣

ヲ
此

二
蔵

シ

テ
故

実

ト

ナ

リ
将
来

レ
ル
ニ
ヤ
。

妙
見
堂

(旧
岡
崎
宮
)
に
妙
見
像
を
祀

っ
て
以
来
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
双
子

の
誕
生
が
三
年
の
あ
い
だ

つ
づ
き
、
度
会
春
彦
以
下
、
六
人
の
兄
弟
が
う
ま
れ
た
。

彼
ら
の
胞
衣
を
妙
見
堂
に
埋
め
て
以
来
、
胞
衣

の
祀
り
が

つ
づ
け
ら
れ
て
き
た
と

ハ　
　

い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
葬
地
の
入
口
に
あ
る
妙
見
堂
に
、
胞
衣
は

埋
め
ら
れ
た
の
か
。

胞
衣
を
葬
地
や
墓
な
ど
に
埋
め
る
習
俗
は
、
産
育
習
俗
と
し
て
全
国
各
地

に
伝

　
ア
　

え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
足
利
義
尚
の
胞
衣
納
め
が
、
洛
東

・
清
閑
寺
の
西
、
「
歌

の
中
山
」

で
行
わ
れ
た
こ
と
を

『
蜷
川
親
元
記
』
が
記
録
し
て
い
る
。
「歌
の
中

　お
　

山
」
は
、
黒
田
日
出
男
氏
に
よ
れ
ば
、

「境
界
を
な
す
峠
」
で
あ

っ
た
。
こ
の

一

例
か
ら
し
て
も
、
胞
衣
を
墓
地
や
境
界

の
地
に
埋
め
る
の
は
、
珍
し
い
こ
と
で
は

宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

な
か

っ
た
。
度
会
氏
の
場
合
も
、
墓
地
、
境
界
の
地
で
お
こ
な
わ
れ
た
胞
衣
納
め

と
考
え
て
よ
い
。
そ
れ
な
ら
ば
墓
地
や
境
界
の
地
で
お
こ
な
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、

こ
の
行
事

の
意
味
が
あ

っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
金
春
禅
竹
の

『明
宿
集
』
は
、
ひ
と

つ
の

て
が
か
り
を
与
え
て
く
て
る
。
坂
越
の
浦
に
流
れ
着
い
た
秦
河
勝
が

「
宿
神
」
と

祀
ら
れ
る
次
第
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

(河
勝
は
)
化
シ
テ
神
ト
ナ
リ
給
フ
。
当
所
近
離

二
愚
キ
崇
リ
給
シ
カ
バ
、

大
キ

ニ
荒

ル
ル
神

ト
申
ス
。
ス
ナ
ワ
チ
大
荒
神

ニ
テ
マ
シ
マ
ス
也
。

コ
レ
、

チ
ハ
ヤ

上

二
記

ス

ト

コ

ロ
ノ
、

母

ノ
胎

内

ノ
子

ノ
胞

衣

、

裡

ノ
袖

ト
申

セ

ル

ニ
符

号

セ
リ
。

胞
衣

ワ

ス

ナ

ワ

チ
荒

神

ニ
テ

マ
シ

マ
セ

バ
、

コ

ノ
義

合

エ
リ
。

ソ

ノ

後

、

坂

越

ノ
浦

二
崇

メ
宮

造

リ

ス
。
次

二
同

国

山

ノ
里

二
移

シ
タ

テ

マ

ツ
テ
、

宮

造

リ

ヲ
ビ

タ

タ

シ
ク

シ

テ
、

西

海

道

ヲ
守

リ
給

フ
。

所

ノ
人

、

猿

楽

ノ
宮

ト

モ
、

宿

神

ト

モ
、

コ
レ

ヲ
申

タ

テ

マ

ツ
ル

ナ

リ
。

コ

コ

ヲ
以

テ

モ
、

翁

二

テ

マ

シ

マ

ス

ト
知

ル

ベ

シ
。

サ

レ

バ
翁

ノ
御

事

、

大

荒

神

ト

モ
、

本

有

ノ
如

来
ト
モ
崇

メ
タ
テ
マ
ツ
ル
ベ
キ
也
。
秘
文

二
云
、
「意
荒
立
時
、
三
宝
荒
神
。

意
若
寂
時
、
本
有

ノ
如
来
」
。

コ
ノ
文

ノ
心

ヲ
知

ル
ベ
シ
。

河
勝
が
坂
越

の
浦

に
荒
神
と
ま

つ
ら
れ
る
来
歴
を
語

っ
て
、
宿
神
と
し
て
の

「
翁
」
の
二
面
性
が
述
べ
ら
れ
る
。
翁
と
は
、
こ
こ
ろ
荒
立

つ
と
き
は
、
「
三
宝
荒

神
」
と
な
り
、

こ
こ
ろ
し
ず
か
な
る
と
き
は
、
「本
有

ノ
如
来
」

の
ご
と
き
存
在

と
な
る
。
「
秘
文

二
云
」
と
し
て
引
か
れ
る

「意
荒
立
時
、
三
宝
荒
神
。
意
若
寂

時
、
本
有
ノ
如
来
」
な
る

一
文
は
、
『
三
宝
荒
神
縁
起
』
に
も
見
え
る
文
辞

で
あ

る
。
河
勝
が
翁

の
化
現
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
文
脈
の
な
か
で
、
「
胞
衣

ワ
ス
ナ

ワ
チ
荒
神

ニ
テ
マ
シ
マ
セ
バ
」
と
説
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
「
胞
衣
」
を

「
荒
神
」

と
す
る
次
第
に

つ
い
て
は
、
も
う
少
し
説
明
が
い
る
。

『
三
輪
流
神
道
諸
大
事
口
決
』
(神
宮
文
庫
)

は
、
出
産
に
そ
な
え
て
の
護
符

と
加
持
祈
祷

の
呪
文
に

つ
い
て
記
し
、
「衣
那
荒
神
」
に

つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。
求
子
護
大
事

欲
レ求
レ子

ヲ
者
此

ノ
護

ヲ
掛

レ
ハ
忽

二
懐
妊
ス
ル
也
。
認
様
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宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

愛
敬
大
事

易
産
大
事

難
産
符

後
物
大
事

衣
那
荒
神

口
伝
ト
者
母
ノ
生
気
ノ
方
ノ
水
ヲ
用
テ
此
護
ヲ
書
。
加
持

ニ

ハ
薬
師
不
動
観
音
毘
沙
門
ノ
叩几
ル
也
。

守

ニ
モ
用
ル
也
。
加
持

ニ
ハ
愛
染
毘
沙
門
ノ
究
ヲ
用
。

守

ニ
モ
用
ル
也
。
加
持

ニ
ハ
千
手
観
音
ノ
真
言
ヲ
用
。

薄
様
紙

二
ロ
バ符
計

ヲ
書
。
五
字
ノ
究
ヲ
以
加
持
シ
与
ル
也
。

衣
那
滞
ル
時
此
符

ヲ
書
。
此
ノ
真
言
ヲ
以
加
持
シ
与
ル
也
。

後
物
不
レ下
此

ノ
大
事

ヲ
行

フ
。
荒
神

ハ
血
気
凝

テ
為
レ神
故

二
衆
生
ノ
倶
生
神

ト
云
モ
此
神
也
。
鹿
乱
神
ト
モ
云
。

後
物
の
お
り
な
い
と
き
、
衣
那
荒
神

の
加
持
を
と
り
お
こ
な
う
。
衣
那

(胞
衣
)

は
、
血
気
が
凝
り
固
ま

っ
た
す
え
に
荒
神
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
衆
生
に

と

っ
て
は
倶
生
神

で
あ
り
、
鹿
乱
神
で
あ
る
。
い
わ
ば
恐
ろ
し
い
崇
り
神
と
考
え

　　
　

ら
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
こ
の
荒
神
の

一
面
に
す
ぎ
な
い
。
胞
衣

の
も
う
ひ
と

つ

の
性
格
は
、
騎
馬
武
者

の

「
母
衣
」

に
た
と
え
て
説
明
さ
れ
る
。

母
衣
ト
者
表

表

那
一。
母
ノ
胎
内

二
居

コ
ト
十
月
也
。
此

ノ
衣
那
ヲ
着
ス
ル

故

二
寒
熱

ノ
障
リ
無

シ
。
此

ノ
故

二
表
二障
リ
無
キ

コ
ト
一也
。

母
衣
が
武
者
を
矢
か
ら
ま
も
る
よ
う

に
、
胞
衣
は
胎
児
を
保
護
し
て
く
れ
る
。

い
わ
ば
守
り
神
で
あ
る
。
『
三
宝
荒
神
縁
起
』

に
し
た
が
え
ば
、

こ
こ
ろ
荒
立

つ

と
き
は
荒
神
と
な
り
、
こ
こ
ろ
し
ず
か
な
る
と
き
は
如
来
の
ご
と
き
存
在
と
な
る
。

い
わ
ば

「翁
」
の
ご
と
き
宿
神

の
性
格

を
、
胞
衣

(荒
神
)
は
そ
な
え
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て

「衣
那
荒
神
」

の
二
面
性
が
語
ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
性
格
を
も

つ
胞
衣
が
、
妙
見
堂

の
う
し
ろ
に
埋
め
ら
れ
た
の
で
あ
れ

ば
、
妙
見
像
の
信
仰
と
胞
衣
納
あ
が
、

ど
の
よ
う
に
結
び

つ
い
て
い
た
の
か
、
そ

の
習
俗
を
さ
さ
え
る
信
仰

の
か
た
ち
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
四
)
妙
見
星

の
祀
り

度
会
氏
の
山
宮
祭
は
、
は
じ
め
岡
崎
宮
に
童
女
形
の
妙
見
像
を
ま

つ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
た
が
、
変
転
を
経
て
、
岩
戸
山

の
東
麓
、
通
称

「山
宮
が
谷
」

に
と
こ
ろ

を
移
し
た
。
そ
れ
は
妙
見
星
を
ま

つ
っ
て
、
祖
先
の
霊
に
子
孫
の
繁
栄
と
五
穀

の

　　
　

豊
穣
を
祈
る
も
の
で
あ

っ
た

(『勢
陽
雑
記
』
)。
妙
見
菩
薩
と
は
、
北
辰
尊
星
妙

見
大
菩
薩
と
も
尊
星
王
と
も
称
し
、
、
北
極
星
を
仏
格
化
し
た
諸
星
の
王
と
さ
れ

る
。
ま
た

一
切
諸
物
の
善
悪
を
記
録
す
る
、
国
土
の
守
護
神
と
も
考
え
ら
れ
た
。

伊
勢
外
宮
の
摂
社

・
高
宮

(多
賀
宮
)
に

つ
い
て
記
録
す
る

『
元
応
二
年
高
宮
御

事
』
が
、
『
北
辰
妙
見
尊
皇
菩
薩
陀
羅
尼
経
』
を
引
い
て
、
妙
見
菩
薩
に
つ
い
て

　ル
　

説
明
し
て
い
る
。

北
辰
妙
見
尊
皇
菩
薩
陀
羅
尼
経
云
、

ソ
ノ
ト
キ
妙
見
菩
薩
仏

二
白
シ
テ
言
サ

オ
モ

ク
、
我

ハ
北
辰
菩
薩
。
名
ヲ
妙
見
ト
日
ウ
。
今
神
呪

ヲ
欲
ウ
ト
キ
、
国
土

ヲ

擁
護
シ
、
所
作
甚
タ
奇
特
ナ
リ
。
故

ハ
ト
名
テ
妙
見
ト
日
ウ
。
閻
浮
提

二
処

シ
テ
衆
星

ノ
中
ノ
最
勝
ナ
リ
。
神
仙
ノ
中
ノ
仙
ナ
リ
。
菩
薩
ノ
大
将
也
。
上

位
ヲ
ハ
一
字
金
輪
尊
星
王
ト
名
ク
。
中
位
ヲ
ハ
北
辰
妙
見
尊
星
ト
名
ク
。
下

位
ヲ
ハ
泰
山
府
君
ト
名
ク
也
。
北
辰
、
妙
見
、
泰
山
府
君
、
異
名
同
体
也
。

北
斗

ハ
七
星
ノ
異
名
也
。
北

ハ
七
星
、
北
方

二
居
ル
。
斗

ハ
七
星
羅
列
ノ
形
。

大
国
ノ
斗

二
似
タ
リ
。
故

二
北
斗
ト
名
ク
。

こ
こ
に
泰
山
府
君
の
こ
と
が
ふ
れ
ら
れ
る
の
は
、
高
宮
は
、
別
名
を
泰
山
府
君

と
い
い
、
豊
受
大
神
の
荒
魂
を
ま

つ
る
ゆ
え
で
あ
る
。
泰
山
府
君
と
は
、
仏
教
の

閻
魔
大
王
と
習
合
し
て
、
人
間
の
寿
命
と
福
禄
を
支
配
す
る
神
と
し
て
、
あ
が
め

ら
れ
て
き
た
。
こ
の
泰
山
府
君
と
異
名
同
体
の
星
宿
が
、
北
辰
星
と
妙
見
で
あ
る
。

妙
見
と
は
、
も
ろ
も
ろ
の
星
の
な
か
に
あ

っ
て
、
最
勝
の
星
に
し
て
、
そ
の
上
位

に
あ
る
の
を

一
字
金
輪
尊
星
王
、
中
位
に
あ
る
の
を
北
辰
妙
見
尊
星
、
下
位
に
あ

る
の
を
泰
山
府
君
と
い
う
。
外
宮

・
高
宮
に
ま

つ
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
泰
山
府
君

で
あ
る
。

岡
崎
宮
に
妙
見
星
を
奉
じ
た
の
が
、
度
会
春
彦
で
あ
る

(「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」)。

度
会
氏
に
は
四
門
が
あ
り
、
う
ち

一
門
、
三
門
の
家
系
は
絶
え
て
、
二
門
と
四
門

の
み
が

つ
づ
い
た
。
春
彦
は
二
門

・
飛
鳥
の
末
孫
で
あ
り
、
そ
の
後
蕎
が
松
木
氏

を
継
い
だ
。
た
だ
し
、
「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
が
伝
え
る
の
は
、
妙
見
宮

の
縁
起

が
伝
承
す
る
春
彦
で
あ

っ
て
、
度
会
系
図
の
記
録
す
る
実
在
の
春
彦
で
は
な
い
。
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「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
は
、
そ
の
前

段
に
、
度
会
氏
飛
鳥

の
末
孫

・
高
主
が
、

岡
崎
宮
に
妙
見
童
女
像
を
ま

つ
っ
て
以
来
、
双
生
児
の
誕
生
が
三
年

つ
づ
い
た
こ

と
を
語
る
。
宗
雄

・
冬
雄
、

つ
ぎ
に
春
海

・
秋
拉
、
そ
し
て
冬
綿

・
春
彦
の
男
子

六
人

で
あ
る
。

妙
見
本
願
度
会
氏
遠
祖
大
神
主
飛
鳥
末
孫
大
内
人
高
主
、
貞
観
元
年
己
卯

十

一
月
十
五
日
、

一
子
前
大
物
忌
子
、
入
二御
賛
河

一卒
去
、
[十
五
才
]
、
即

時
従
二御
賛
河
淵
底
一而
、
得
二妙
見
星
童
形
像

一、
奉
レ居
二
尾
部
御
陵
以
西
小

田
岡
崎
宮
霊
地

[利
、
祈
二氏
人
之
繁
昌

一、
愛
貞
観
二
年
十

一
月
十
五
日
、

一
胞
二
人
男
子
生
、
宗
雄

・
冬
雄
是
也
、
同
三
年
十

一
月
十
八
日
、
同
胞
二

人
子
生
、
春
海

・
秋
拉
是
也
、
同

四
年
十

一
月
十
五
日
、
亦
同
胞
二
人
男
子

所
生
、
冬
綿

・
春
彦
是
也

仁
和
四
年
十

一
月
十
八
日
神
主
春
彦
任
二妙
見
尊
星
王
霊
託

[率
二
氏
人
等
一

向
二清
浄
山
谷
一奉
レ祭
二
本
地
妙
見
大
菩
薩
日
光
月
光
十
二
神
王
二
十
八
宿
諸

天
三
宝
孔
雀
王
帝
釈
神
等
一也
、
以
遊
年
戌
亥
位
歳
為
祭
年
也
、
今
号
二山
宮

祭

一是
也
、
凡
岡
崎
宮
座
妙
見
北

斗
尊
星
者
神
主
等
妻
子
専
供
養
尊
重
帰
依

相
応
験
仏
也
、
此
尊
之
変
化
之
星
者
名
日
軸
星
所
居
之
宮
殿
名
之
日
紫
微
宮

軸
星
者
国
王
也
、
故
名
之
日

一
字
金
輪
也
諸
星
主
也
、
須
弥
頂
上
有
宮
殿
名

紫
微
也
身
余
星
三
万
五
十
由
旬
那
下
在
之
宿
曜
道
此
金
輪
習
四
辟
不
動
亦
軸

星
付
星
七
星
九
曜
十
二
宮
亦
八
宿

凡
六
禽
天
五
行
日
月
五
星
地
五
行
木
火
土

金
水
五
大
也

後
段

で
は
春
彦
が
、
妙
見
尊
星
王
の
霊
託
に
よ
り
、
氏
人
を
率
い
て
清
浄
山
に

妙
見
を
は
じ
め
と
す
る
星
宿
を
ま

つ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
、
こ
れ
を
山
宮
祭
の
は

じ
め
と
し
て
い
る
。
こ
の
祭
は
妙
見
堂

(旧
岡
崎
宮
)
に
、
度
会
氏

の
神
主

・
妻

子
が
妙
見
星
を
ま

つ
る
こ
と
か
ら
は
じ
ま

っ
た
と
い
う
。
妙
見
星
に
度
会
氏
と
子

孫
の
繁
栄
を
祈

っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
の
こ
と
は
、
事
実
を
伝
え
る
も
の

で
は
な
く
、
度
会
氏
の
祖
先
神
話
で
あ

る
こ
と
は
、
か

つ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ

罷
。
童
形

の
妙
見
像
が
、
外
宮
と
内
宮

の
境
に
ま

つ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
も
、
妙
見
星
の
性
格
に
か
か
わ

っ
て
い
る
。

宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

(
五
)
妙
見
菩
薩

の
像
容

「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
は
、

こ
の
妙
見
菩
薩

の
す
が
た
、
か
た
ち
を
童
形
像
と

伝
え
て
い
る
。

貞
観
元
年
己
卯
十

一
月
十
五
日
、

一
子
前
大
物
忌
子
、
入
二
御
賛
河
一卒
去
、

〈
十
五
才

〉
、
即
時
従
二御
賛
河
淵
底

一而
、
得
二妙
見
星
童
形
像

川
に
沈
ん
だ
娘

の
形
を
う

つ
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
童
女
像
と
い

っ
て
も
い
い

の
だ
が
、
『伊
勢
参
宮
名
所
図
会
』
(巻
之
四

・
「
岡
崎
宮
」)
も
、
「長
さ
八
尺
ば

か
り
、
禿
髪
に
し
て
面
容
童
女
の
ご
と
く
、
左
り
の
二
指
を
空
に
指
さ
し
、
右

に

剣
持
給

へ
り
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
面
ざ
し
は
童
女
の
ご
と
き
童
形

の
像

で

あ
る
。
こ
の
妙
見
像
は
、
現
在
、
読
売
新
聞
社
の
所
蔵
品
と
な

っ
て
お
り
、
『仏
教
美

術
事
典
』
(平
成
十
四
年
)
に
写
真
と
解
説
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ

ば
、
「
像
内
に

=
二
〇

一

(正
安
三
)
年
法
印
大
和
尚
院
命
が
造
立
し
た
旨

の
墨

書
銘
が
あ
り
」、
「
最
も
古
い
鎌
倉
時
代
の
妙
見
菩
薩
像
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
」

と
い
う
。
度
会
家
の
禰
宜
に
よ
っ
て
ま

つ
ら
れ
、
伊
勢
山
田
の
常
明
寺

に
安
置
さ

れ
て
い
た
も
の
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
で
廃
寺
と
な

っ
て
、
寺
を
離
れ
た
と
伝
え

ら
れ
る
。
木
造
、
寄
木
造
、
玉
眼
、
像
高

一
五
五

・
七
セ
ン
チ
。
「美
豆
良
を
結

っ

た
頭
髪
の
形
」
か
ら
み
れ
ば
、
童
女
像
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
男
子
の
童
形
像

と
い
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。
「岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」

は
、
勢
田
川
に
沈
ん
だ
の

は
、
大
物
忌
の
子
と
す
る
こ
と
で
、
こ
の
像
を
童
女
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
伊

勢
大
神
に
つ
か
え
る
巫
女
の
か
た
ち
を
写
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
童
子
像
と
伝
え
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
妙
見
菩
薩
像
の
性
格
が

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
妙
見
菩
薩
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
『
阿
娑
縛
抄
』
(巻
第
百
四

十
四

「妙
見
」)
が
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
す
。

又
外
書
中
殊
奉
崇
之
。
陰
陽
周
易
術
道
等
皆
所
崇
也
。
或
俗
形
束
帯
。
或
童

子
形
。
或
童
女
形
。
皆
是
外
法
所
崇
敬
像
欺
。
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宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

童
女
、
童
子
形
の
妙
見
像
は
、
「外
法

の
崇
敬
す
る
所
の
像
か
」
と
い

っ
て
、

「陰
陽
周
易
術
道
等
」
の
崇
め
る
像
だ

と
す
る
。
占
ト

・
祈
祷
の
術
を

こ
と
と
す

る
陰
陽
道
の
輩
に
よ

っ
て
奉
祀
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
の
検
討
は

あ
と
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
妙
見
菩
薩

の
像
容

に
つ
い
て
み
て
ゆ
き
た

い
。
『
別
尊
雑
記
』
(巻
第
四
十
八

「妙
見
」)

の
し
め
す

「妙
見
」

の
図
像
に
よ
れ

ば
、
妙
見
は
ふ
た

つ
の
面
相
を
も

っ
て
い
る
。

ひ
と

つ
は
柔
和

で
穏
や
か
な
表
情

　
ヨ

を
も

つ
像
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
左
手
に
北
斗
七
星
を
持
し
て
坐
し
て
い
る

(図
2
)。

も
う
ひ
と

つ
は
立
像
で
あ
る
。
こ
れ
は
右
手
に
剣
を
も
ち
、
左
手
に
は
金
輪
を
持

っ

て
立

つ
の
だ
が
、
怒
り
の
形
相
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る

(図
3
)
。
『
別
尊
雑
記
』

は
、
そ
の
妙
見
菩
薩
の
憤
怒

の
形
相
に

つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

又
有
菩
薩
所
現
分
心怒
像
儀
。
形
如
前
所
説
四
腎
像
。
但
黄
色
。
開
色
開
口
。

逆
髪
中
有
七
蛇
。
除
前
所
持
日
月
輪
。
右
手
持
節
刀
。
左
手
持
金
輪
。
蝕
無

相
違
。

妙
見
菩
薩

の
怒
り
の
形
相
は
、
逆
立

つ
髪
と
、
頭
上
の
七
匹
の
蛇
に
よ

っ
て
示

さ
れ
て
い
る
。

こ
ち
ら
は

「身
意
色
」
と
表
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
怒
り
を
あ
ら
わ

す
。
さ
ら
に
こ
の
菩
薩
が
、
筆
と
紙
を
持

つ
の
は
、
人
間
の
善
悪
を
記
録
す
る
た

め
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て

『
別
尊
雑
記
』
は
、

司
命
司
録
二
神
随
従
左
右

[毎
至
庚
申
日
巡
転
於
閻
浮
提
。
書
記
衆
生
善
悪

所
作
事
]

と
記
し
て
い
る
。
冥
官
た
る
泰
山
府
君
と
同
じ
性
格
が
、
図
像
に
も
示
さ
れ
て
い

る
と
い
え
る
。
妙
見
菩
薩
が
、
泰
山
府
君
と
異
名
同
体
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ

る
。妙
見
菩
薩
が
、
柔
和
と
憤
怒
、
こ
の
ふ
た

つ
な
が
ら
の
相
貌
を
も

つ
こ
と
は
、

さ
な
が
ら

『
明
宿
集
』

の
い
う
翁
の
性
格
に
ひ
と
し
い
。
こ
こ
ろ
し
ず
か
な
る
と

き
は
如
来
と
な
り
、
こ
こ
ろ
荒
立

つ
と
き
は
荒
神
の
ご
と
し
、
と
い
う
の
が
翁
で

あ

っ
た
。

い
ま
ひ
と

つ
、
妙
見
菩
薩
の
憤
怒
の
形
相
が
、
逆
立

つ
髪
と
蛇
に
よ

っ
て
あ
ら

わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
あ
た
か
も
謡
曲

『蝉
丸
』
に
登
場

す
る
、
延
喜
帝
第
三
の
御
子
、
逆
髪
の
す
が
た
に
か
さ
な
る
。

こ
れ
は
延
喜
第
三
の
御
子
、
逆
髪
と
は
わ
が
事
な
り
。
わ
れ
皇
子
と
は
生
る

れ
ど
も
、
い
つ
の
因
果
の
ゆ
ゑ
や
ら
ん
、
「
心
よ
り
よ
り
狂
乱
し
て
、
辺
土

遠
境
の
狂
人
と
な
つ
て
、
緑
の
髪
は
空
さ
ま
に
生
ひ
の
ぼ

つ
て
撫
つ
れ
ど
も

下
ら
ず
」

蝉
丸

の
姉
宮
は
、
狂
乱
の
ゆ
え
に
捨
て
ら
れ
て
、
逆
立

つ
髪
の
異
形
の
人
と
な

っ

た
。
関
明
神
の
社
記
が
伝
え
る
よ
う
に
、
彼
女
は
逢
坂
山
に

「逆
髪

の
宮
」
と
し

て
ま

つ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
伝
承
に
す
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
逆
髪
の
宮
の
す
が
た

　
に
　

は
、
逢
坂
山
の
境
を
守
る
神
、
坂
神
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

同
じ
こ
と
は
、
奈
良
市
奈
良
阪
町
の

「
奈
良
豆
比
古
神
社
」
の
縁
起
に
つ
い
て

　お
　

も
い
え
る
。
桓
武
天
皇
の
御
宇
、
皇
子
春
日
王
は
不
慮
の
病
に
よ
っ
て
、
逆
髪
と

な
り
、
奈
良
山
に
捨
て
ら
れ
る
。
『平
城
坊
目
考
』
は
、
奈
良
豆
比
古
神
社
の
縁

起
を
引
い
て
、
そ
の
次
第
を

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

縁
起

日
、
桓
武
天
皇
御
宇
、
春
日
王
不
慮
有
疾

[生
逆
髪
白
癩
病
]。
因
弦

密
退
皇
都
、
隠
居
奈
良
山
。
所
謂
当
社
之
地
是
也
。

春
日
王
は
、
坂
神
と
し
て
奈
良
坂

・
奈
良
豆
比
古
神
社

に
ま

つ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
逆
髪

の
宮

に
同
じ
く
、
春
日
王

の
逆
髪
も
ま
た
、
坂
神

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
間
の
山

の
妙
見
菩
薩
も
、
妙
見
坂
に
あ

っ
て
坂
神
と
し
て
信
仰
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
外
宮
と
内
宮

の
境

の
地

に
ま

つ
ら
れ
た
童
形
の
妙
見
菩

薩
は
、
境

の
神

・
宿
神

の
性
格
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(六
)
宿

の
童
女
神

服
部
幸
雄
は
、
「
宿
神
」
と
し
て
の

「
摩
多
羅
神
」
を
論
じ
て
、
摩
多
羅
神
が
、

「
少
な
く
と
も
二
種
類
の
異
な

っ
た
祀
ら
れ
か
た
を
し
た
」
こ
と
を
指
摘
し

て
、

　
　
　

そ
の
性
格
を
二
つ
に
整
理
し
て
い
る
。
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チ
式
三
番

ニ
テ
マ
シ
マ
セ
バ

日
月
星
宿

ノ
儀

ヲ
以
テ
宿
神
ト
号
シ
タ
テ
マ

ツ
ル
。
宿

ノ
字
ノ
心
、
星
下
テ
人

二
対

シ
、

ヨ
ロ
ヅ
ノ
業

ヲ
ナ
シ
給

フ
心
ア

リ
。
イ
ヅ
レ
ノ
家

ニ
モ
呼
バ
レ
給

フ
ベ
キ
星
宿

ノ
御
恵
ミ
ナ
レ
ド
モ
、
分
キ

テ
宿
神
ト
号
シ
タ
テ
マ
ツ
ル
翁

ノ
威
徳
、
仰
ギ
テ
モ
ナ
ヲ
余
リ
ア
ル
ベ
シ
。

服
部
に
よ
れ
ば
、
密
教
の
星
宿
信
仰

は
、
北
極
星
を
妙
見
菩
薩

の
化
現
と
し
て

　
あ
　

仰
ぐ
の
が
根
本

で
あ
る
と
い
う
。
禅
竹

も
ま
た
こ
こ
で
、
日
月
星
宿
を
も

っ
て
、

翁

(宿
神
)

の
威
徳
を
語

っ
て
い
る
。
星
宿
の
恵
み
が
、
宿
神
と
し
て
の
翁
の
威

徳
に
、

そ
の
ま
ま

つ
な
げ
て
語
ら
れ

て
い
る
。
禅
竹

の
こ
の
姿
勢
は
、
宿
神

の

「御
影
」
を
説
明
す
る
と
き
で
も
変
わ
ら
な
い
。
「
日
月
星
宿

の
儀
を
も

つ
て
宿
神

と
号
す
」
(『明
宿
集
』)
と
す
る
ゆ
え
ん

で
あ
る
。

御
立
烏
帽
子

ワ
、
両
曜
ア
ラ
タ
ナ
ル
日
月

ヲ
現

ワ
シ
、
御
数
珠

ワ
、
星
宿
ヲ

連
ネ
給

エ
ル
御
姿
、
御
檜
扇
ワ
、
十
二
月
ヲ
表
シ
テ
、
昼
夜

二
捨
テ
ズ
衆
生

チ

ハ
ヤ

ニ
結

縁

シ
給

フ
御

姿

、

水

干

ワ
、

母

ノ
胎

ニ
シ

テ

ワ
胞

衣

ト

イ

ワ

レ
シ
裡

ノ

袖

、

九

条

ノ
紫

ノ
御

袈

裟

ワ
、

忍

辱

慈

悲

ノ
衣

、

紫

色

ワ
、

コ

レ
赤

色

ニ
モ

ク
ツ

ア

ラ
ズ

黒

色

ニ

モ

ア

ラ
ズ

、

ス

ナ

ワ

チ
中

道

実

相

ノ
御

姿

ナ

リ
、

御

履

ワ
地

ヲ
表

セ

リ

①
辺
境
の
守
護
神

で
あ
り
、
秦
氏

の
後
商
に
と

っ
て
は

一
族
共
同
体

の
守
護

神
と
し
て
奉
祀
さ
れ
る
。

②
天
台
系

(慈
覚
系
)
の
寺
院
の
常
行
堂
の
後
戸
に
、
仏
法
の
守
護
神
と
し

て
祀
ら
れ
る
。

　り
　

い
ま
は
天
台
宗
の
摩
多
羅
神
信
仰
に

つ
い
て
は
ふ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は

「
一
族

共
同
体

の
守
護
神
」
と
し
て

「
辺
境
」

に
ま

つ
ら
れ
る
宿
神
の
性
格
に
つ
い
て
論

じ

て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
、
外
宮
と
内
宮
と
の
境
に
ま

つ
ら
れ
童
形
の
妙
見
菩

薩
像
は
、
度
会
氏
を
守
る
宿
神

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『明
宿
集
』
は
、
宿
神
の
威
徳
と
由
来
を
、
星
宿
信
仰
と
の
関
連
か
ら
説
明
し

て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
る
。

翁

ヲ
宿
神

ト
申
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
、
カ
ノ
住
吉

ノ
御
示
現

二
符
号
セ
リ
。
日

月
星
宿

の
光
下
テ
、
昼
夜

ヲ
分
チ
、
物

ヲ
生
ジ
、
人

二
宿
ル
。
三
光

ス
ナ
ワ

宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

宿
神
像
は
、
立
烏
帽
子
に
水
干
、
そ
の
上
に
紫

の
袈
裟
を
ま
と
い
、
履
を
は
き
、

手
に
数
珠
と
檜
扇
を
も

つ
。
そ
の
着
す
る
装
束
と
と
も
に
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
日
月
星
宿
な
ど
を
も

っ
て
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
が

『
明
宿
集
』
の
宿
神
論
の

特
長
と
い
え
る
。

い
っ
ぽ
う
妙
見
坂
の
妙
見
堂
は
、
か

つ
て
は
岡
崎
の
宮
と
称
さ
れ
て
、
度
会
春

彦
が
度
会
氏
を
率
い
て
、
こ
こ
に
星
宿
を
ま

つ
っ
た
。
こ
れ
が
山
宮
祭
の
は
じ
め

だ
と
い
う

(『豊
受
皇
太
神
宮
諸
祭
由
緒
記

下
』
)。

凡
ソ
仁
和
四
年
十

一
月
十
八
日
、
神
主
春
彦
岡
崎
ノ
宮

ノ
霊
託

二
任
セ
、
氏

人
等

ヲ
率
ヰ
清
浄
ノ
山
谷

二
向
ヒ
、
日
月
諸
星
廿
八
宿
五
星

ヲ
祭
リ
奉
リ
、

今
山
宮

ノ
祭

ト
号
ス
ル
是
ナ
リ
、
凡
ソ
神
主
等
ノ
妻
子
専

ラ
岡
崎

ノ
宮
ノ
星

霊

ヲ
祈

ル
ベ
キ
ナ
リ

度
会
氏

の
尊
崇
帰
依
す
る

「応
験
仏
」
(「
岡
崎
宮
妙
見
本
縁
」
)、
妙
見
菩
薩
に

一
族

の
繁
栄
を
祈

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
応
験
仏
が
、
か
さ
ね
て
述

べ
て
き
た
童

形

の
妙
見
菩
薩

で
あ
る
。
柳
田
国
男
を
は
じ
め
と
す
る
民
俗
学
の
知
見
を
か
り
れ

　　
　

ば
、
宿
神
は
小
童

の
形
を
も

っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
秦
の
河
勝
も
ま
た
小
さ
子
神
で

あ

っ
た
。
小
童

の
す
が
た
で
天
皇

の
夢

に
あ
ら
わ
れ
て
、
壺
に
乗

っ
て
三
輪
明
神

の
神
前

に
流
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
告
げ
る

(『
本
朝
神
社
考
』)
。
宿
神
と
し
て
ま

つ
ら
れ
た
河
勝

の
故
事
を
思
え
ば
、
妙
見
菩
薩
が
、
童
形
の
像
容
で
あ
る
こ
と
も

理
解

で
き
る
。
柔
和
と
憤
怒
、
二

つ
な
が
ら
の
力
を
内
に
秘
め
て
、
妙
見

の
童
女

像
は
、
度
会
氏
を
守
護
す
る
宿
神
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙
見
堂

の
う
し
ろ
に
胞
衣
が
埋
め
ら
れ
る
の
は
、
度
会
氏

の
守
護
神
に
、

一
族
の
繁
栄
を

祈
る
た
め
で
あ

っ
た
。

(七
)
妙
見
を
祀
る
者

山
宮
祭
は
妙
見
星
を
ま

つ
る
祭
星
の
行
儀

で
あ
る
。
春
彦
が
岡
崎
の
宮
に
星
霊

を
ま

つ
っ
た
先
例
に
な
ら

っ
て
、
度
会
氏
は
、

一
族
の
繁
栄
と
五
穀
の
豊
穣
を
祈

っ

て
き
た
。
『藤
園
雑
纂
』
(神
宮
文
庫
蔵
)
は
、
山
宮
祭

に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
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宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

記
し
て
い
る
。

妙
見
堂
ノ
コ
ト
石
屋
本
縁

二
載

ス
ル
故
事
覚
束
ナ
キ
コ
ト
ナ
リ
。
但
シ
高
主

モ
春
彦
モ
陰
陽
道
信
向

ノ
人
ナ
リ
。
尤

モ
妙
見
星
ヲ
祭

ル
コ
ト
、
此
頃

一
般

ノ
風
儀

ニ
テ
、
山
宮
祭
ト
云
フ
モ
太
山
府
君
ヲ
祭

ル
ナ
リ
。
山
宮
祭
ト
云

コ

ト
ハ
山
君
祭
ト
称

へ
タ
ル
山
君
ヲ
山
宮
ト
ナ
セ
ル
ニ
テ
、
山
君
ス
ナ
ハ
チ
太

山
府
君
ノ
略
称

ニ
テ
北
辰
星
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

妙
見
星
を
ま

つ
る
山
宮
祭
は
、
太
山
府
君
の
祭
で
あ
る
と
い
う
。
妙
見
と
太
山

府
君
と
を
同
体
異
名
と
み
な
す
考
え
方
が
、
こ
こ
に
も
い
き
て
い
る
し
、
山
宮
祭

が
陰
陽
道
と
習
合
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
山
宮
に
妙
見
星
を

ま

つ
り
、
高
主
や
春
彦
を

「陰
陽
道
信
仰

の
人
」
と
し
て
奉
斎
し
て
き
た
人
々
が
、

こ
の
祭
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
阿
娑
縛
抄
』
(巻
第
百
四
十
四

「妙
見
」
)
に
よ
れ
ば
、
三
井
寺
に
は
妙
見
尊

　ね
　

星
王
の
秘
法
が
伝
わ
る
と
い
う
。

帖
云
、
北
辰
妙
見
也
。
又
云
尊
星
王
是
也
。

(略
)

此
法
三
井
寺
秘
法

也
。
尊
星
王
法
是
也
。
但
彼
秘
書

一
結
持
之
。
彼
行
儀
非
真
言
家
所
為
。
以

陰
陽
家
作
法
為
依
愚
歎
。

こ
の
尊
星
王
法
は
、
真
言
の
行
儀
で
は
な
く
、
陰
陽
家
の
作
法
に
な
ら

っ
た
も

の
だ
と
す
れ
ば
、
真
言
の
妙
見
尊
星
王
法
が
す
で
に
、
陰
陽
道
と
習
合
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
『
阿
娑
縛
抄
』
は
、
童
形
の
妙
見
像
は
、

陰
陽
家

の
崇
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
外
法
」
の
崇
敬
す
る
像
で
あ
る
と
記
し
て

い
た
。
し
か
し
、
度
会
氏
の
山
宮
祭
は
、
陰
陽
師
も
加
わ

っ
て
、
「外
法
」

の
妙
見
童

女
像
を

一
族

の
守
護
神
と
仰
い
で
つ
づ
け
ら
れ
た
。
そ
の
行
儀
の
次
第
を

『勢
陽

雑
記
』
(度
会
郡

「山
宮
が
谷
」
)
は
、
簡
略
に
伝
え
て
い
る
。

此
谷
に
て
山
宮
の
神
事
と
い
ふ
は
毎
年
霜
月
の
下
旬
に
吉
日
を
撰
び
米
、
大

豆
、
麹
、
酒
、
塩
、
柑
子
、
海
藻
、
香
、
灯
心
、
松
、
油
、
等
種
々
の
供
物

を
調
進
し
て
正
禰
宜
権
禰
宜
集
会
し
て
、
面
々
竈
を
ぬ
り
、
火
を
焼
き
酒
宴

し
て
祭
る
事
あ
り
。
是
妙
見
星
を
祭
る
と
也
。
山
宮
の
神
事
の
祝
詞
に
も
妙

見
星
を
祭
り
て
田
園
五
穀
養
蚕
を
祈
る
と
有
り
。
亦
古
老
の
伝
に
、
古
は
高

原
ノ
前
山
に
て
祭
り
し
を
、
後
に
此
所
里
近
き
に
便
り
て
祭
り
し
也
。
泰
山

府
君
を
祭
る
な
り
、
共
い
ふ
。
鼓
が
岳
は
当
地
の
名
山
な
れ
ば
山
祭
り
に
て

も
あ
る
べ
し
。
山
を
祭
る
に
、
妙
見
星
、
又
我
氏
人
に
恵
み
あ
る
由
来
あ
れ

ば
あ
わ
せ
祭
る
に
や
。
山
宮
の
祝
詞
を
按
ず
る
に
、
寛
平
二
年
以
来
の
例
を

用
ひ
て
祭
る
と
い
ふ
詞
有
り
。
又
云
ふ
、
当
祭
は
於
二
継
橋
郷
前
山
辺
一錐
レ

令
レニ勤
行

一。
撰
二定
清
浄
地
於
滝
谷
一。
建
武
二
年
祈
奉
レ遷
二
祭
庭
於
当
地
一

也
外
宮
の
山
宮
祭
は
、
そ
の
始
め
、
岡
崎
宮
に
妙
見
星
を
ま

つ
っ
て
は
じ
ま

っ
た

が
、
変
転
を

へ
て
岩
戸
山
の
東
麓
、
通
称

「山
宮
が
谷
」
で
い
と
な
ま
れ
た
。
そ
　も

の
神
事
の
次
第
は
、
か

つ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

こ
の
祭
が
、
十

一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
春
彦
を
は
じ
め
と
す
る
高
主
の
六

兄
弟
の
誕
生
月
に
ち
な
ん
で
の
こ
と
で
も
あ
ろ
う
が
、
本
来
は
、
先
祖

の
星
霊
に

「
田
園
五
穀
養
蚕
」
の
恵
み
を
感
謝
す
る
霜
月
祭

で
あ

っ
た
。

こ
の
山
宮
祭
に
時
を
同
じ
く
し
て
、
十

一
月
十
六
日
の
夜
、
大
神
宮
法
楽

の
神

　
　

楽
が
、
常
明
寺
で
と
り
お
こ
な
わ
れ
た
。
そ
こ
に
度
会
二
門
の
氏
社

(八
王
子
社
)

に
奉
仕
す
る
陰
陽
師
が
加
わ
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
度
会
春
彦
を

「陰
陽
道
信

仰
の
人
」
と
し
て
奉
じ
て
、
妙
見
星
を
ま

つ
る
山
宮
祭
に
も
加
わ

っ
た
よ
う
に
、

常
明
寺

の
法
楽
神
楽
に
も
奉
仕
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
神
楽
に
は
、
妙
見
菩
薩

　
お
　

を
讃
え
る

一
曲
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

か
れ
ら
陰
陽
師
は
、
妙
見
堂
の
祭
に
も
、
別
当
職
常
楽
坊
の
配
下
と
し
て
加
わ

っ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
妙
見
童
女
像

の
ま

つ
り
に
奉
仕
し
た
山
田
の
陰
陽
師

の
実

態
に

つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
て
み
た
い
。

[注
]

(1
)
拙
稿

「度
会
春
彦
本
縁
-
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
ー⊥

(「東
海
学
園

言
語

・

文
学

・
文
化
」
第
七
号
)
二
〇
〇
八
年

(2
)

(3
)
山
本
ひ
ろ
子

「
異
神
の
像
容
-
牛
頭
天
王
島
渡
り
祭
文
の
世
界
」
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(『
異
神
』

一
九
九
八
年
)

(4
)
拙
稿

「
間
の
山
考
ー
歌
比
丘
尼
と
間
の
山
節
i
」
(「東
海
学
園

言
語

・

文
学

・
文
化
」
第
六
号
)
二
〇
〇
七
年

(5
)
野
村
可
通

『
伊
勢
の
古
市
夜
話
』
三
重
県
郷
土
資
料
刊
行
会

一
九
七
六

年
(6
)
野
村
可
通
に
よ
れ
ば
、
戦
前
ま

で
、
乳
の
神
様
、
子
育
て
の
神
様
、
子
授

け
の
神
様
と
し
て
遠
方
か
ら
妙
見
堂

に
参
詣
す
る
人
も
多
か

っ
た
と
い
う

(『
伊

勢

の
古
市
夜
話
』
)。

(7
)
『
日
本
産
育
習
俗
資
料
集
成
』
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
編

一
九
七
五
年

(8
)
黒
田
日
出
男

「中
山
-
中
世

の
交
通
と
境
界
地
名
」
(『
境
界
の
中
世
象
徴

の
中
世
』
所
収

一
九
八
六
年
)
。
胞
衣
納
め
を
論
じ
た
も

の
に
は
、
ほ
か
に
横

井
清
に

『
的
と
胞
衣
』
(
一
九
八
八
年
)
が
あ
る
。

(9
)
山
本

ひ
ろ
子

「宇
賀
神
-
異
貌

の
弁
才
天
女
」
(『
異
神
-
中
世
日
本
の
秘

境
的
世
界
i
』
所
収
)

(10
)
(
12
)
前
掲
拙
稿

(1
)
参
照

(
11
)
『
伊
勢
神
道
集
』
(東
福
寺
善
本
叢
刊
第
二
期
)
所
収
。

(13
)
大
正
新
脩
大
蔵
経

(図
像

・
第

三
巻
)

(14
)
服
部
幸
雄

「逆
髪

の
宮
」
(『
宿
神
論
-
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』)
二

〇
〇
九
年

(
15
)
藪
田
嘉

一
郎

『
能
楽
風
土
記
ー
能
楽
の
歴
史
地
理
的
研
究
』
に

「奈
良
奈

良
坂
村
旧
記
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

(
16
)
服
部
幸
雄

「
宿
神
論
」
(『宿
神
論
ー
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』
)

(
17
)
天
台
宗

の
摩
多
羅
神
信
仰
に
つ
い
て
の
論
考
は
、
景
山
春
樹

「摩
多
羅
神

信
仰
と
そ
の
影
像
」

(『
神
道
美
術
』
所
収

一
九
七
三
年
)
、
山
本
ひ
ろ
子

「摩

多
羅
神
の
姿
態
変
換
」
『異
神
』
所
収
)
、
村
山
修

一
『
本
地
垂
迩
』

(
一
九
七
四

年
)
、
服
部
幸
雄

「
後
戸
の
神
」
(『宿
神
論
-
日
本
芸
能
民
信
仰
の
研
究
』
所
収
)

な
ど
が
あ
る
。

(18
)
前
掲

(
16
)
服
部
論
文

宿
神
と
し
て
の
妙
見
童
女
像

(
19
)
柳
田
国
男

『
毛
坊
主
考
』
(定
本
九
巻
)
、
堀

一
郎

「
夙

(宿
)
と
宿
神
」

(『
我
が
国
民
間
信
仰
史
の
研
究

(
二
)』
)。
柳
田
国
男
は
、
「守
宮
を
小
童

の
形
に

想
像
し
た
古
意
を
汲
む
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
、
堀

一
郎
も
ま
た

「守
久

神
が
小
童

の
姿
を
仮

つ
て
夢
に
現
は
れ
」
と
い
う
ふ
う
に
、
小
さ
子
と
宿
神

の
関

係
を
指
摘
す
る
。

(20
)
山
本

ひ
ろ
子

「摩
多
羅
神

の
姿
態
変
換
」
(『
異
神
』
所
収
)

(21
)
前
掲
拙
稿

(1
)
参
照

(22
)
『
常
明
寺
縁
起
』

(神
宮
文
庫
蔵
)
に
霜
月
十
六
日
の
外
宮
法
楽
神
楽
の
こ

と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

「雄
略
二
十
二
年
、
外
宮
御
幸
臨
巳
来
太
神
宮
法
楽
神
楽
、
此
山
毎
年
十

一
月
十

六
日
後
夜
物
二
詣
此
寺

一
百
余
人
神
楽
男
巫
八
乙
女
翻
二羅
綾
快

一内
宮
八
十
末
社

外
宮
四
十
末
社
深
秘
歌
唄
哩
哩
有
楽
詞
拍
子
也
。
誠
是
天
巖
戸
前
八
百
万
神
達
集

給
、
太
神
宮
法
楽
瑚
面
白
日
干
レ今
不
レ絶
事
難
レ有
云
々
」

こ
こ
に
加
わ
る

「巫
」
が
、
度
会
二
門

の
氏
社

の
祭

に
奉
仕
す
る
陰
陽
師
で
あ

る

(『
神
宮
典
略
』
「八
王
子
社
祝
」
)。

(23
)
伊
勢
神
楽
に

「
五
方
の
遊
び
」

の

一
曲
が
あ
る

(「
天
文
本
神
楽
歌
」
)
。

「
い
や
東
に
日
り
う
日
を
出
し

い
や
西
に
は
夕
月
夜
を
照
ら
し

い
や
北

に
は

妙
見
大
将
軍
の
殿
造
り

南
に
は
仏

の
御
国
と
か
や
」
。

こ
こ
に
う
た
わ
れ
る

「妙
見
大
将
軍
」
と
は
、
外
宮
の
丑
寅

(北
東
)、
常
明
寺

「妙
見
堂
」
の
妙
見
菩

薩
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
拙
稿

「度
会
春
彦
本
縁
-
度
会
氏
の
祖
先
祭
祀
l
」

で
も
ふ
れ
て
い
る
。
伊
勢
神
楽
に
つ
い
て
は
、
本
田
安
次

「伊
勢
神
楽
之
研
究
」

(著
作
集
第
七
巻

『
日
本

の
伝
統
芸
能
』
所
収
)
参
照
。
(本
学
人
文
学
部
教
授
)
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図

一

「亜
踵
禺
勘
碧
諾
図
」
(『団
謝
臨
泄
享
壌
圏
汕
碧
肩
欝
図
』

)
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